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(57)【要約】
【課題】本発明は、吐水幅が長い膜状の吐水流を吐き出
す吐水装置において、吐水方向である前後方向の寸法を
小さくすることが可能な吐水装置を提供する。
【解決手段】湯または水である浴槽水１１０を受け入れ
て左右方向に長い膜状の吐水流１１２を前向きに吐き出
す吐水装置であって、隔壁４０を隔てて上下に配設され
る第１室３０と第２室２０とを備える。第１室３０には
浴槽水１１０を受け入れる給水部３２が設けられ、第２
室２０には吐水流１１２を吐き出すための吐出口２２が
設けられ、隔壁４０には第１室３０と第２室２０とを連
通する連通部４２が設けられる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湯または水である浴槽水を受け入れて左右方向に長い膜状の吐水流を前向きに吐き出す
吐水装置であって、
　隔壁を隔てて上下に配設される第１室と第２室とを備え、
　前記第１室には浴槽水を受け入れる給水部が設けられ、
　前記第２室には吐水流を吐き出すための吐出口が設けられ、
　前記隔壁には前記第１室と前記第２室とを連通する連通部が設けられることを特徴とす
る吐水装置。
【請求項２】
　前記連通部は左右方向に離間して設けられる複数の通路部を含むことを特徴とする請求
項１に記載の吐水装置。
【請求項３】
　前記第２室は、前記隔壁が載せられた前記第１室の上側に設けられることを特徴とする
請求項１または２に記載の吐水装置。
【請求項４】
　前記第２室の後方から前記第１室の後方にかけて連続して覆うカバー部が設けられるこ
とを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の吐水装置。
【請求項５】
　前記第２室と前記第１室とは中空部を有する中空締結具によって結合され、
　前記中空部には、別の締結具が挿入されることを特徴とする請求項１から４のいずれか
に記載の吐水装置。
【請求項６】
　前記中空締結具の上部には、前記中空部から外周側に通じる通水路が設けられることを
特徴とする請求項５に記載の吐水装置。
【請求項７】
　前記隔壁の後方部には、後方に張出す張出部と、前記張出部より前方に後退する後退部
と、が設けられることを特徴とする請求項１から６のいずれかに記載の吐水装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれかに記載の吐水装置を備える浴槽装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水を吐き出すための吐水装置とこれを備える浴槽装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、膜状の吐水流を吐き出すための吐水装置が知られる（例えば、特許文献１参
照）。これは浴槽に設置され、吐出口から吐水流が吐き出される。膜状の吐水流が滝状に
流れ落ちる様子は美観に優れる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４０６６４５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１の吐水装置では、浴槽水を給水側から吐水側に向かって吐水方向
である前後方向に助走させながら徐々に横長な水流を形成している。このような吐水装置
では助走距離を短くすると吐水流の横幅である吐水幅が狭くなるかあるいは吐水幅が不安
定になる。このため、このような吐水装置では吐水幅の長い吐水流を安定して吐き出すた
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めに、浴槽水の助走距離を大きくするように前後方向の寸法が大きくなる傾向にある。し
かし、このような吐水装置は浴槽のリム部に設けるから、前後方向の寸法が大きい吐水装
置は、浴槽のリム部内側から壁までの距離が小さい場合では取り付けることができなかっ
た。
【０００５】
　また、特許文献１の吐水装置は、給水された浴槽水を整流して横長な吐水流を実現する
ために、吐水装置の下側に大きな突出部を設けるものであるから、浴槽にはこの突出部を
受け容れる空間を備える必要があり、取付可能な浴槽が限定される問題もあった。
【０００６】
　また、リム内側から壁までの距離が小さい場合に、吐水側の部分を浴槽の内側に大きく
突出させることも考えられるが、小型の浴槽の場合にはこの突出する部分が入浴時に邪魔
になる問題がある。
【０００７】
　また、入浴者の肩や首に吐水流をかけてマッサージ効果を与えることで入浴者にリラッ
クス効果をもたらすために、一層吐水幅を広くした吐水流を実現しようとすると、吐水方
向の助走距離が長くなり、吐水方向である前後方向が一層大きくなる問題がある。
【０００８】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたもので、吐水幅が長い膜状の吐水流を吐き
出す吐水装置において、吐水方向である前後方向の寸法を小さくすることが可能な吐水装
置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の吐水装置は、湯または水である浴槽水
を受け入れて左右方向に長い膜状の吐水流を前向きに吐き出す吐水装置であって、隔壁を
隔てて上下に配設される第１室と第２室とを備える。第１室には浴槽水を受け入れる給水
部が設けられ、第２室には吐水流を吐き出すための吐出口が設けられ、隔壁には第１室と
第２室とを連通する連通部が設けられる。
【００１０】
　この態様によると、給水部から受け入れられた浴槽水は、第１室で左右方向に拡幅され
て隔壁の連通部を通じて第１室に送られ、第１室は送られた浴槽水をさらに左右方向に拡
幅して吐出口から吐出することで、吐水方向である前後方向の助走距離を短くしても安定
的に吐水幅を維持できるから、吐水装置の前後方向の寸法を小さくすることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、吐水幅が長い膜状の吐水流を吐き出す吐水装置において、吐水方向で
ある前後方向の寸法を小さくすることが可能な吐水装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施形態に係る吐水装置の斜視図である。
【図２】実施形態に係る吐水装置の使用状態を模式的に示す模式図である。
【図３】実施形態に係る吐水装置の模式図である。
【図４】比較例の吐水装置の模式図である。
【図５】実施形態に係る吐水装置の分解斜視図である。
【図６】図５のＡ－Ａ線断面図である。
【図７】図５のＢ－Ｂ線断面図である。
【図８】図７の部分拡大図である。
【図９】図５のＣ－Ｃ線断面図である。
【図１０】吐水装置を浴槽に取り付ける工程を説明するための図である。
【図１１】浴槽に取り付けた状態の吐水装置の側断面図である。
【図１２】吐水装置照明器を取り付けた斜視図である。
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【図１３】吐水装置に枕を取り付けた状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を好適な実施の形態をもとに図１から１３を参照しながら説明する。各図
面に示される同一または同等の構成要素、部材には、同一の符号を付するものとし、適宜
重複した説明は省略する。また、各図面における部材の寸法は、理解を容易にするために
適宜拡大、縮小して示される。また、各図面において実施の形態を説明する上で重要では
ない部材の一部は省略して表示する。
【００１４】
　図１は本発明の実施形態に係る吐水装置１０の斜視図を示し、図２は吐水装置１０の使
用状態を模式的に示す。図２における吐水装置１０は強調するため他の部材より拡大して
示している。ＸＹＺ直交座標系をもとに説明する。方向Ｘは後述する吐出口２２の横幅方
向に沿った水平な左右方向に対応し、方向Ｙは水平な前後方向に対応し、方向Ｚは鉛直な
上下方向に対応する。方向Ｙおよび方向Ｚはそれぞれ方向Ｘに直交に直交する。方向Ｘは
左方向あるいは右方向と、方向Ｙは前方向あるいは後方向と、方向Ｚは上方向あるいは下
方向と表記することがある。吐水装置１０を前方から視て向かって右側を右と、左側を左
という。
【００１５】
　吐水装置１０は浴槽装置２００に用いられる。浴槽装置２００は、吐水装置１０の他に
、浴槽２１０を備える。図２に示すように、浴槽２１０の内側面には槽底面２１２に対し
て傾斜する背側面２１４が設けられ、背側面２１４の上側にはリム部２１６が設けられる
。吐水装置１０は、リム部２１６の上側に設置される。吐水装置１０は横長偏平に形成さ
れ、膜状の横長な吐水流１１２が吐出口２２から前方に吐き出される。
【００１６】
　図３（ａ）は吐水装置１０を説明するための模式図を示し、図３（ｂ）はその側面視の
断面図を示す。吐水装置１０は、湯または水である浴槽水１１０を受け入れて膜状の吐水
流を吐き出す。吐水装置１０は、隔壁４０を隔てて上下に配設される第１室３０と第２室
２０とを備える。第１室３０には浴槽水１１０を受け入れる給水部３２が設けられる。第
２室２０には吐水流１１２を吐き出すための吐出口２２が設けられる。隔壁４０には第１
室３０と第２室２０とを連通する連通部４２が設けられる。連通部４２は、方向Ｘに沿っ
た左右方向に離間して配置される複数の通路部４４を含む。通路部４４は開口または開口
の周囲から管状に突出する中空管形状であってもよい。第２室２０は、隔壁４０が載せら
れた第１室３０の上側に設けられる。
【００１７】
　給水部３２から給水される浴槽水１１０は、第１室３０内にて方向Ｘおよび方向Ｙに拡
がり、さらに続けて給水されると第１室３０内を徐々に満たして水面が上昇する。さらに
浴槽水１１０が第１室３０内に給水されて水面が通路部４４に達すると、第１室３０内を
満たした浴槽水１１０は通路部４４を通じて第２室２０に漏れ出す。さらに浴槽水１１０
が第１室３０内に給水されると、浴槽水１１０が第１室３０内から通路部４４を通じて第
２室２０に流れ込み、第２室２０内にて方向Ｘおよび方向Ｙに拡がり第２室２０内を徐々
に満たして水面が上昇する。第２室２０内の水面が上昇して横長なスリット状の吐出口２
２に達すると、浴槽水１１０は吐出口２２から方向Ｘに長い膜状の吐水流１１２となって
略水平に吐出される。
【００１８】
　ここで、先に比較例について説明する。図４は比較例である吐水装置３１０を説明する
ための図である。比較例の吐水装置３１０は隔壁および第１室を備えない点で吐水装置１
０と異なる。吐水装置３１０における第２室３２０の浴槽水４１０の水勢は、給水部３３
２から入力される水勢を遮るものがないから、方向Ｘにて給水部３３２のある中央部で強
く、中央部から方向Ｘに遠ざかる周辺部にむかって徐々に弱くなり、方向Ｘにおける水勢
の差が大きくなる。
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【００１９】
　この場合に、給水部３３２から吐出口３２２までの方向Ｙにおける距離が短いと、吐出
口３２２における水勢も方向Ｘの中央部で強く周辺部で弱く水勢の差が大きくなる。この
結果、吐出口３２２から吐出される吐水流４１２は、水勢が強い中央部で遠くまで飛翔し
、周辺部で水勢が弱くなることで飛翔距離が短くなる。このような吐水流４１２は、吐出
後に短い距離で幅が狭くなり、横長な膜状の吐水流を長い距離に亘って維持することがで
きず、視覚的に劣るものとなる。
【００２０】
　以上の比較例の考察を踏まえて、実施の形態の吐水装置１０の吐水流１１２について説
明する。既述したように、給水された浴槽水１１０は第１室３０内で十分に方向Ｘに拡が
り隔壁４０で遮られることによって均され、その上で複数の通路部４４から第２室２０に
流れ込むから水勢が分散されて、第２室２０における方法Ｘでの水勢の差が小さくなる。
その上、第２室２０においても方向Ｘに拡がり、吐出口２２から方向Ｘの寸法が長い膜状
の吐水流１１２を吐出することができる。
【００２１】
　また、通路部４４が方向Ｘに離間して複数配置されることによって、通路部４４から第
２室２０に流れ込む浴槽水１１０の水勢は、それぞれの通路部４４の直上で高く周辺部で
低くなるが、これらを重ね合わせた総合の水勢は方向Ｘでの差が小さくなる。この結果、
吐出口２２から吐出される吐水流１１２は、中央部から方向Ｘに離れても飛翔距離を維持
できる。このような吐水流１１２は、前方視の形状が略平坦で、吐水幅が長い膜状の吐水
流を長い距離に亘って実現することが可能になる。
【００２２】
　次に、吐水装置１０の詳細な構造について説明する。図５は吐水装置１０の分解斜視図
を示し、図６は図５のＡ－Ａ線に沿った吐水装置１０の縦断面を示し、図７は図５のＢ－
Ｂ線に沿った吐水装置１０の縦断面を示し、図９は図５のＣ－Ｃ線に沿った吐水装置１０
の縦断面を示す。Ａ－Ａ線は給水部３２の中心を鉛直に通る中心線Ｍ上において方向Ｙに
沿った線である。Ｂ－Ｂ線は後述する第１接続部の中心を鉛直に通る中心線Ｎ上において
方向Ｙに沿った線である。Ｃ－Ｃ線は後述する第２接続部の中心を鉛直に通る中心線Ｐ上
において方向Ｙに沿った線である。
【００２３】
　図５に示すように、吐水装置１０は、第１室３０が形成される下筐体５０と、第１室３
０の天井面となる中筐体６０と、中筐体６０の上側に設けられて中筐体６０との上下方向
隙間に第２室２０が形成される上筐体７０と、を有する。
【００２４】
（下筐体）
　下筐体５０は、方向Ｙ（前後方向）にて短く方向Ｘ（横方向）にて長い横長偏平形状の
部材で、左後方角部と右後方角部とは上面視で曲線状に湾曲する。下筐体５０には、第１
凹部５１、第２凹部５２、吐出下壁部２２ｂ、第１接続部５３、第２接続部５４及び給水
部３２が設けられる。下筐体５０の第１凹部５１、第２凹部５２、吐出下壁部２２ｂ、第
１接続部５３、第２接続部５４及び給水部３２とは、例えば樹脂材料からモールド成形工
程によって一体に形成されてもよい。下筐体５０は、第１凹部５１、第２凹部５２、吐出
下壁部２２ｂ、第１接続部５３、第２接続部５４及び給水部３２の何れかの部分が別体に
形成されて結合されてもよい。
【００２５】
　第１凹部５１は下筐体５０の中程にて上面から下向きに凹むように設けられ、第２凹部
５２は第１凹部５１から下向きに凹むように設けられる。つまり、下筐体５０は二段構造
の凹部を有する。
【００２６】
　第１凹部５１は、第２凹部５２の左側に左底部５１ｈと、第２凹部５２の右側に右底部
５１ｍとを有する。第１凹部５１は、左底部５１ｈの後方縁から左方縁にかけて上向きに
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立ち上がる第１左立壁５１ｂと、右底部５１ｍの後方縁から右方縁にかけて上向きに立ち
上がる第１右立壁５１ｃと、を有する。左底部５１ｈ、右底部５１ｍ、第１左立壁５１ｂ
および第１右立壁５１ｃは第２室２０を画定する壁体の一部をなす。第１左立壁５１ｂお
よび第１右立壁５１ｃは上面視で四分円弧状に湾曲する。
【００２７】
　第２凹部５２は、底部５２ａと、底部５２ａの周縁から上向きに立ち上がる第２凹部立
壁５６と、によって画定される。第２凹部立壁５６は、底部５２ａの後方縁から上向きに
立ち上がる後立壁５２ｂと、底部５２ａの前方縁から上向きに立ち上がる前立壁５２ｃと
、底部５２ａの右方縁から上向きに立ち上がる右立壁５２ｄ、底部５２ａの左方縁から上
向きに立ち上がる左立壁５２ｅと、を含む。右立壁５２ｄと左立壁５２ｅは上面視で半円
弧状に湾曲する。第２凹部立壁５６の途中には中筐体６０を載せて支持するための段部５
６ａが設けられる。
【００２８】
　第１左立壁５１ｂは後立壁５２ｂの左側に連続し、第１右立壁５１ｃは後立壁５２ｂの
右側に連続する。後立壁５２ｂには、後方に向かって後退する後退部５５が設けられる。
後退部５５は後述する中筐体６０の張出部６８に対応する形状を有し、後退部５５には張
出部６８が進入する。
【００２９】
　吐出下壁部２２ｂは、後述する吐出隙間部２２ｃの下面を画定する壁体で、第１凹部５
１の左方側の前縁から右方側の前縁に渡って方向Ｘ（横方向）に延在する。吐出下壁部２
２ｂは前立壁５２ｃの上端に接続される部分を含む。吐出下壁部２２ｂは、方向Ｙで前方
に向かって上側に傾斜する斜面を含む。
【００３０】
　第１接続部５３は、第２凹部５２の底部５２ａから上向に突出する筒状の部分で、例え
ば上面視で円形状を有する。第１接続部５３には方向Ｚに延在する上面視で例えば円形の
有底孔５３ｃが設けられる。図７に示すように、第１接続部５３の中程には方向Ｚの貫通
孔５３ｂが設けられる。貫通孔５３ｂは有底孔５３ｃの底部に一方の開口を有する。第１
接続部５３は、一つまたは複数設けることが可能で、例えば底部５２ａの左側部と右側部
の２カ所に形成してもよい。第１接続部５３は、上筐体７０と中筐体６０と下筐体５０を
浴槽２１０のリム部２１６に取り付けるための第１締結構造８０を構成する。第１締結構
造８０については後述する。
【００３１】
　第２接続部５４は、第２凹部５２の底部５２ａから上向に突出する筒状の部分で、例え
ば上面視で第１接続部５３より小径の円形状を有する。第２接続部５４には方向Ｚに延在
する上面視で例えば円形の有底孔５４ｃが設けられる。図９に示すように、第２接続部５
４の中程には方向Ｚの貫通孔５４ｂが設けられる。第２接続部５４は、一つまたは複数設
けることが可能で、例えば底部５２ａの中程に給水部３２を挟む２カ所に形成してもよい
。第２接続部５４は、上筐体７０と中筐体６０と下筐体５０を浴槽２１０のリム部２１６
に取り付けるための第２締結構造９０を構成する。第２締結構造９０については後述する
。
【００３２】
　図６に示すように、給水部３２は、第２凹部５２の底部５２ａから下向に突出する中空
の管状の部分で、例えば上面視で円形状を有する。給水部３２は、一つまたは複数設ける
ことが可能で、例えば底部５２ａの中程の１カ所に形成してもよい。給水部３２は、図外
の導管部から供給される水を受け入れて第１室３０に供給する。
【００３３】
　（中筐体）
　中筐体６０は第１室３０と第２室２０とを上下に隔てる隔壁４０を構成する。特に、中
筐体６０は、方向Ｘに細長い横長偏平形状の下側が開放された箱状の部材で、上面視で両
側辺が外側に湾曲する。中筐体６０は、天壁部６２と、天壁部６２の周辺から下向に突出
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する周辺壁部６１と、を含む。周辺壁部６１は、前方側で方向Ｘに延伸する前壁部６１ａ
と、後方側で方向Ｘに延伸する後壁部６１ｂと、左端側で前壁部６１ａから後壁部６１ｂ
にかけて延在する左壁部６１ｃと、右端側で前壁部６１ａから後壁部６１ｂにかけて延在
する右壁部６１ｄと、を含む。左壁部６１ｃおよび右壁部６１ｄは上面視で方向Ｘの外側
に膨らみ半円弧状に湾曲している。
【００３４】
　天壁部６２には、上面部６２ａ、下面部６２ｂ、第１接続部６４、第２接続部６５、通
路部４４、傾斜面部６７が設けられる。上面部６２ａは天壁部６２の上面に方向Ｘおよび
方向Ｙに延在する。下面部６２ｂは天壁部６２の下面に方向Ｘおよび方向Ｙに延在する。
【００３５】
　第１接続部６４は、上面部６２ａから上向に突出する筒状の部分で、例えば上面視で円
形状を有する。第１接続部６４には方向Ｚに延在する上面視で例えば円形の有底孔６４ｃ
が設けられる。図７に示すように、第１接続部６４の中程には方向Ｚの貫通孔６４ｂが設
けられる。第１接続部６４は、一つまたは複数設けることが可能で、例えば天壁部６２の
左側部と右側部の２カ所に形成してもよい。第１接続部６４は第１接続部５３の上側に被
るように接続され、後述する第１締結構造８０を構成する。
【００３６】
　第２接続部６５は、上面部６２ａから上向に突出する筒状の部分で、例えば上面視で第
１接続部６４より小径の円形状を有する。第２接続部６５には方向Ｚに延在する上面視で
例えば円形の有底孔６５ｃが設けられる。図９に示すように、第２接続部６５の中程には
方向Ｚの貫通孔６５ｂが設けられる。第２接続部６５は、一つまたは複数設けることが可
能で、例えば天壁部６２の中程に方向Ｘに離間する２カ所に形成してもよい。第２接続部
６５は第２接続部５４の上側に被るように接続され、後述する第２締結構造９０を構成す
る。
【００３７】
　通路部４４は、上面部６２ａから下面部６２ｂに貫通する複数の開口６６を含み、連通
部４２を構成する。開口６６は、例えば上面視で円形状を有し、例えば２カ所以上、好ま
しくは４カ所以上、より好ましくは８カ所以上に、方向Ｘに離間して設けることができる
。実施の形態の吐水装置１０では開口６６が１５箇所に設けられる。開口６６はそれぞれ
異なった方向Ｙの位置に設けられてもよい。
【００３８】
　連通部４２は、方向Ｘに沿った左右方向に長い横長偏平形状の開口を含んでもよい。連
通部４２は複数の貫通孔が方向Ｘに沿ったスリットによって結合された形状の開口を含ん
でもよい。特に、連通部４２の方向Ｘの幅が、給水部３２の方向Ｘの幅より大きく形成さ
れる場合には、浴槽水１１０は、第２室２０にて給水部３２の直上領域である中央の領域
から方向Ｘに沿った左右方向に遠ざかる周辺の領域に向かってより多く拡散するから、吐
出口２２から左右方向に長い膜状の吐水流１１２を吐水することができる。
【００３９】
　傾斜面部６７は、上面部６２ａにおいて方向Ｙの中間から前方に向けて上側に傾斜する
ように形成される。傾斜面部６７の勾配は吐出下壁部２２ｂの勾配と略等しく形成されて
もよい。
【００４０】
（張出部）
　隔壁４０の後方部である中筐体６０の後壁部６１ｂには、後方に張出す張出部６８と張
出部６８より前方に後退する後退部６９とが設けられる。張出部６８は、後壁部６１ｂに
おいて方向Ｙで後方に張り出するように形成される。後退部６９は、後壁部６１ｂにおい
て複数の張出部６８の間にて方向Ｙで前方に後退するように形成される。張出部６８と後
退部６９とはそれぞれ複数設けることができる。つまり、後壁部６１ｂは複数（例えば５
つ）の張出部６８と複数（例えば４つ）の後退部６９とが交互に連続して設けられている
。張出部６８と後退部６９とは滑らかな曲線によって接続されてもよい。張出部６８は、
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下筐体５０の後立壁５２ｂの後退部５５に対応する形状を有し、後退部５５に方向Ｙにて
後向きに進入する。
【００４１】
　中筐体６０は下筐体５０の第２凹部５２に嵌合する。中筐体６０の周辺壁部６１が第２
凹部立壁５６の段部５６ａに支持される。中筐体６０は、段部５６ａによって方向Ｚ（上
下方向）の位置が規定され、第１室３０の天井面を形成する。つまり、第１室３０は、第
２凹部５２の底部５２ａと、第２凹部立壁５６と、中筐体６０の周辺壁部６１および天壁
部６２と、によって画定される空間として定義される（特に図６を参照）。
【００４２】
（上筐体）
　上筐体７０は、方向Ｘ（横方向）に細長い横長偏平形状の部材で、左後方角部と右後方
角部とは上面視で曲線状に湾曲する。図６に示すように、上筐体７０には、上凹部７１、
後方カバー部７２、前凹部７３、庇部７４、突出部７５および吐出上壁部２２ａが設けら
れる。図７、９に示すように、上筐体７０には、第１接続部７７および第２接続部７８が
設けられる。
【００４３】
　上凹部７１は、上筐体７０の下面から上向に凹むように設けられ、下面視で矩形状に形
成される。上凹部７１は、天面部７１ａと、天面部７１ａの周辺から下向に延在する側面
部７１ｂと、を含む。側面部７１ｂの前側部７１ｃは前方側が下がる下向勾配を有する（
特に図６を参照）。
【００４４】
（後方カバー部）
　後方カバー部７２は、上筐体７０の後方から下向に突出する薄板状の部分で、後方視で
矩形状に形成される。図６に示すように、後方カバー部７２は、第２室２０の後方から第
１室３０の後方にかけて連続して覆うように設けられる。後方カバー部７２は下筐体５０
の後方側の大半を覆う形状を有する。後方カバー部７２を有することによって、後方視の
吐水装置１０の意匠性が向上する。
【００４５】
　前凹部７３は、上筐体７０の前方から略方向Ｙに凹む部分で、例えば、吐水流に向けて
演出光を照射する後述する照明器１７を収容することができる。前凹部７３は前面視で略
矩形状に形成される。庇部７４は、前凹部７３の天面を形成する部分で、前向きに突出す
る薄板状に形成され、上面視で略矩形状を有する。
【００４６】
　突出部７５は、上筐体７０の前側の下部から前向きに突出する壁状の部分で、上面視で
略矩形状に形成される。突出部７５の下面には吐出上壁部２２ａが設けられる。吐出上壁
部２２ａは、後述する吐出隙間部２２ｃの上面を画定する壁体で、上筐体７０の上凹部７
１の前縁から方向Ｙにて前向きに突出する。
【００４７】
　第１接続部７７は、上筐体７０の上面から方向Ｚに延在する筒状の部分で、例えば上面
視で円形状を有する。第１接続部７７は、上筐体７０の上面から方向Ｚに延在する有底孔
７７ｃと、有底孔７７ｃの底部から方向Ｚに貫通する貫通孔７７ｂが設けられる。第１接
続部７７は、第１接続部６４に対応して左側部と右側部の２カ所に形成される。第１接続
部７７は、第１接続部６４の上側に被るように接続され、後述する第１締結構造８０を構
成する。
【００４８】
　第２接続部７８は、上筐体７０の下面から方向Ｚに延在する有底孔７８ｂと、有底孔７
８ｂに埋め込まれたアンカーナット９３とを含む。第２接続部７８は、一つまたは複数設
けることが可能で、例えば方向Ｘに離間する２カ所に形成してもよい。第２接続部７８は
第２接続部６５の上側に被るように接続され、後述する第２締結構造９０を構成する。
【００４９】
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　上筐体７０は、下筐体５０の上側に載置されることで、上凹部７１が第２室２０の上部
を構成する。つまり、第２室２０は、上筐体７０の天面部７１ａおよび側面部７１ｂと、
中筐体６０の天壁部６２と、下筐体５０の左底部５１ｈ、右底部５１ｍ、第１左立壁５１
ｂおよび第１右立壁５１ｃと、によって画定される空間として定義される。
【００５０】
（吐出口）
　吐出上壁部２２ａと吐出下壁部２２ｂの間には方向Ｚに狭い隙間である吐出隙間部２２
ｃが形成される。吐出隙間部２２ｃの外部空間への出口には吐出口２２が設けられる。
第２室２０には方向Ｚの隙間が前向きに徐々に狭くされる絞り部２０ａが形成される。特
に、絞り部２０ａは上筐体７０の天面部７１ａと中筐体６０の天壁部６２の上面部６２ａ
の方向Ｚの隙間に形成される。吐出隙間部２２ｃは絞り部２０ａの前方端に接続される。
第２室２０に満たされた浴槽水１１０は、絞り部２０ａで流速を増して吐出隙間部２２ｃ
に流れ込み、吐出隙間部２２ｃで流れの方向が整えられて吐出口２２から吐き出される。
【００５１】
（第１締結構造）
　次に、図７およびその部分拡大図である図８を参照して第１締結構造８０について説明
する。第１締結構造８０は、中空ボルト８１、第１ボルト８２、アンカーナット８３、ナ
ット８４、ブッシュ８５およびキャップ８９を含む。
【００５２】
（中空締結具）
　中空ボルト８１は、第２室２０と第１室３０とを結合するための中空締結具であって、
別の締結具が挿入される中空部８１ｃを有する。特に、中空ボルト８１は、ヘッド部８１
ａ、通水部８１ｂ、中空部８１ｃ、首下部８１ｄおよびねじ部８１ｅを含む。中空ボルト
８１は、黄銅などの金属材料から機械加工によって、ヘッド部８１ａ、通水部８１ｂ、中
空部８１ｃ、首下部８１ｄおよびねじ部８１ｅが一体に形成される。ヘッド部８１ａは首
下部８１ｄより上の大径の部分で、例えば上面視で円形状を有する。
【００５３】
　第２室２０と第１室３０とは中空部８１ｃを有する中空ボルト８１によって結合され、
中空ボルト８１の中空部８１ｃには第１ボルト８２が挿入される。第１締結構造８０では
、中空ボルト８１が上筐体７０と中筐体６０と下筐体５０とを貫通する。第１締結構造８
０は、中空ボルト８１にナット８４が螺合されることによって、上筐体７０と中筐体６０
と下筐体５０とを一体に締結する。また、第１締結構造８０は、中空ボルト８１を貫通す
る第１ボルト８２をアンカーナット８３に螺合することによって、一体に締結された上筐
体７０と中筐体６０と下筐体５０をベース部材１０２に固定する。
【００５４】
（通水部）
　中空ボルト８１の上部のヘッド部８１ａには、中空部８１ｃから外周側に通じる通水部
８１ｂが設けられる。通水部８１ｂは中空部８１ｃと外周面とを連通することによって、
中空部８１ｃと外周面との間に水滴の通路を形成する。通水部８１ｂは中空部８１ｃの延
在方向と交わる方向に延伸して形成される。通水部８１ｂは、例えばヘッド部８１ａの上
端面にて溝状に凹む部分であってもよい。通水部８１ｂは、例えばヘッド部８１ａの一方
の外周部から中心軸Ｎを通り反対側の外周部まで直線状に形成されてもよい。このように
形成することによって、通水部８１ｂは、中空部８１ｃに第１ボルト８２が挿入された状
態で中空部８１ｃと外周面とを連通できる。
【００５５】
　中空部８１ｃは、上下方向に延在する貫通孔であって、例えば第１ボルト８２の首下部
８１ｄの直径より僅かに大きく、ヘッド部８１ａ外径より小さな内径を有する。首下部８
１ｄは、ヘッド部８１ａより小径の円筒形状を有し下方向に延在する。ねじ部８１ｅは首
下部８１ｄの先端側の所定の位置に形成される。ナット８４は、例えば外周が上面視で６
角形の六角ナットを使用できる。
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【００５６】
　中空ボルト８１は、ねじ部８１ｅを先頭に上筐体７０側から方向Ｚに連通する貫通孔７
７ｂと貫通孔６４ｂと貫通孔５３ｂとを突き抜ける。中空ボルト８１の下筐体５０の下面
側に突き出たねじ部８１ｅにナット８４がねじ込まれる。ナット８４は下筐体５０の下面
に設けられた凹部５３ｄに収容されてもよい。
【００５７】
　第１ボルト８２は、ヘッド部８２ａと、ねじ部８２ｃを有する首下部８２ｂとを含む。
第１ボルト８２は、ねじ部８２ｃを先頭に上筐体７０側から中空ボルト８１の中空部８１
ｃに挿入される。第１ボルト８２は、中空ボルト８１を突き抜けて、浴槽２１０のリム部
２１６に固定されたベース部材１０２に埋め込まれたアンカーナット８３にねじ込まれる
。
【００５８】
　ブッシュ８５は、中空環状の部材で、例えば樹脂材料などの弾性を有するからモールド
成型によって形成される。二つのブッシュ８５が、中空ボルト８１の首下部８１ｄに嵌装
されて、上筐体７０と中筐体６０の上下方向の隙間および中筐体６０と下筐体５０の上下
方向の隙間に介設される。これらのブッシュ８５は、これらの隙間を埋めることで水漏れ
を抑制するシールを構成する。
【００５９】
　キャップ８９は、ヘッド部８９ａと、ヘッド部８９ａより小径の首下部８９ｂ、首下部
８９ｂに設けられる係合部８９ｃとを含む。キャップ８９は、側面視でＴ字状、上面視で
円形状の部材で、例えば樹脂材料などの弾性を有するからモールド成型によって形成され
る。係合部８９ｃは、その弾性力により上筐体７０の有底孔７７ｃの内周面に摩擦力によ
り係合するように形成される。キャップ８９は、第１締結構造８０の有底孔７７ｃの開口
を覆うことによって、第１締結構造８０内への水滴の侵入を抑制する。
【００６０】
（第２締結構造）
　次に、図９を参照して第２締結構造９０について説明する。第２締結構造９０は、第２
ボルト９１、アンカーナット９３およびブッシュ９５を含む。第２ボルト９１はヘッド部
９１ａと、ねじ部９１ｃを有する首下部９１ｂとを含む。第２ボルト９１は、ねじ部９１
ｃを先頭に下筐体５０側のから方向Ｚに連通する貫通孔５４ｂと貫通孔６５ｂとを突き抜
ける。貫通孔６５ｂから突出した第２ボルト９１のねじ部９１ｃは上筐体７０の有底孔７
８ｂに埋め込まれたアンカーナット９３にねじ込まれる。この構成によって、第２ボルト
９１は下筐体５０と中筐体６０を上筐体７０に結合する。第２ボルト９１のヘッド部９１
ａは下筐体５０の下面に設けられる凹部５４ｄに収容されてもよい。
【００６１】
　ブッシュ９５は、中空環状の部材で、例えば樹脂材料などの弾性を有するからモールド
成型によって形成される。ブッシュ９５は、第２ボルト９１の首下部９１ｂに嵌装されて
、上筐体７０と中筐体６０の上下方向の隙間および中筐体６０と下筐体５０の上下方向の
隙間に介設される。ブッシュ９５は、これらの隙間を埋めることで水漏れを抑制するシー
ルを構成する。
【００６２】
　次に、浴槽２１０への吐水装置１０の取付工程を説明する。図１０は吐水装置１０を浴
槽２１０に取り付ける工程を説明するための図であり、図１１は浴槽２１０に取り付けた
状態の吐水装置１０の側断面図である。まず、下筐体５０、中筐体６０および上筐体７０
は、中空ボルト８１によって２カ所、第２ボルト９１によって２カ所の合計４カ所で結合
され、吐水装置１０が組み立てられる（図７～９も参照）。
【００６３】
　図１０に示すように、浴槽２１０のリム部２１６には、二つの取付孔部２１６ａと注水
孔部２１６ｂとが設けられている。ベース部材１０２の突出筒部１０２ｃの外周には、ね
じ部を有する接続管部材２２６が被されて固定される。図１１に示すように、この状態で
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接続管部材２２６が注水孔部２１６ｂに貫挿されてベース部材１０２がリム部２１６上に
載置される。接続管部材２２６の外周にはワッシャ２３２を挟んでナット２２８がねじ込
まれる。さらに、ボルト１０４がベース部材１０２の取付用の貫通孔１０２ｄから挿入さ
れて、取付孔部２１６ａに埋め込まれた図外のアンカーナットにねじ込まれる。このよう
な手順で、ベース部材１０２はリム部２１６に固定される。接続管部材２２６の下部の先
端部には、ポンプからの浴槽水１１０を受け容れるための導管２２４が接続される。
【００６４】
　次に、組み立てられた吐水装置１０がベース部材１０２の所定の位置に載置される。こ
の際、下筐体５０の給水部３２から下方に突き出る導水部３４がベース部材１０２の突出
筒部１０２ｃの内側にＯリングを挟んで嵌合する。この状態で、第１ボルト８２がアンカ
ーナット８３にねじ込まれることによって吐水装置１０がベース部材１０２に固定される
。また、キャップ８９が有底孔７７ｃに嵌め込まれることで有底孔７７ｃの開口を覆う。
さらに所定の配管作業、所定のシール材の塗布およびその他の作業が行われて取付工程が
完了する。
【００６５】
　次に、このように構成された吐水装置１０の動作を説明する。所定の操作によりポンプ
から供給された浴槽水１１０は、導管２２４と突出筒部１０２ｃと導水部３４を通り、給
水部３２から第１室３０に供給される。浴槽水１１０は第１室３０で方向Ｘ及び方向Ｙに
拡がり第１室３０を満たす。浴槽水１１０は第１室３０を満たすと連通部４２の通路部４
４を通じて第２室２０に供給される。浴槽水１１０は第２室２０で方向Ｘ及び方向Ｙに拡
がり第２室２０を満たす。浴槽水１１０は、第２室２０を満たすと、流れの方向に沿って
絞り部２０ａで絞られて流速を増して吐出隙間部２２ｃに流れ込む。浴槽水１１０は吐出
隙間部２２ｃで流れの方向が整えられて吐出口２２から吐き出される。浴槽水１１０は、
第１室３０と第２室２０とで２段階に左右方向に拡幅されるから、吐出口２２からは横幅
の広い膜状の吐水流１１２が吐き出される。
【００６６】
　次に、このように構成された吐水装置１０の特徴を説明する。
　吐水装置１０は、第１室３０と第２室２０とが隔壁を隔てて上下に配設されるから、浴
槽水１１０は上下方向に移動しながら段階的に拡幅される。このため、前後方向に移動し
ながら拡幅される場合と比較して、吐水装置の前後方向の寸法を容易に小さくできる。
【００６７】
　また、吐水装置１０は、上下に設けた第１室３０と第２室２０とで浴槽水１１０を縦方
向に移動させることで左右方向に長い吐水流１１２を実現するから、吐水装置の下側への
突出を抑えて、幅広い範囲の浴槽に取り付けることができる。
【００６８】
　連通部４２は方向Ｘに沿った左右方向に離間して設けられる複数の通路部４４を含むか
ら、通路部を一つだけ設ける場合に比べて、第２室２０に流れ込む浴槽水１１０の水勢が
方向Ｘに沿って分散される。このため、浴槽水１１０の水勢の左右方向の差を抑制して吐
水幅の広い吐水流を容易に実現できる。
【００６９】
　第２室２０は、隔壁４０が載せられた第１室３０の上側に設けられるから、これらを積
み上げることで容易に組立できる。また、給水部３２を吐水装置１０の下側に設けて浴槽
水の循環経路をリム部２１６の下側に隠すことができるから、浴槽水の循環経路が露出す
る場合と比較して意匠面で有利である。
【００７０】
　第２室２０の後方から第１室３０の後方にかけて連続して覆う後方カバー部７２が設け
られるから、後方カバー部７２が第２室２０と第１室３０の上下境界部の隙間を覆うこと
で、この隙間に水が浸入して残留することを抑制できる。
【００７１】
　第２室と第１室とに設けられるボルトなどの締結具の挿通される部分は浴槽水の流れを
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乱す要因となる。これに対して吐水装置１０は、第２室２０と第１室３０とは中空部を有
する中空締結具である中空ボルト８１によって結合され、中空部８１ｃには別の締結具で
ある第１ボルト８２が挿入されるから、ボルトの挿通部を減らすことができる。この結果
、浴槽水１１０の流れの乱れを抑制できる。
【００７２】
　中空ボルト８１の上部には、中空部８１ｃから外周側に通じる通水部８１ｂが設けられ
るから、通水部８１ｂを有しない場合と比較して、上筐体７０の有底孔７７ｃに残った水
が、通水部８１ｂと中空部８１ｃの隙間とを通じて下側に排出されるから、有底孔７７ｃ
での水残りを抑制することができる。
【００７３】
　浴槽水が第２室２０の内壁に衝突すると前向きの流れをかく乱するから、衝突の影響を
小さくするため、第２室の内壁の前後方向の距離は大きい方が好ましい。これに対して吐
水装置１０は、隔壁４０の後方部である中筐体６０の後壁部６１ｂに、後方に張出す張出
部６８と張出部６８より前方に後退する後退部６９とが設けられる。このため、張出部６
８を設けない場合と比較して、第２室２０の内壁の前後方向の実質的な距離を大きくでき
る。
【００７４】
（変形例１）
　図１２は、吐水装置１０に照明器１７を組み合わせた変形例である浴槽装置２２０を説
明する斜視図である。浴槽装置２２０は、吐水装置１０に照明器１７が取り付けられる点
で浴槽装置２００と相違する。照明器１７は収容ケースに収容された例えばＬＥＤ光源を
含む発光部材とその駆動回路とを含む。特に、照明器１７は吐水装置１０の前凹部７３に
収容される。浴槽装置２２０は照明器１７を備えることで、吐水流１１２を照らすことが
できる。この場合、独特の視覚効果を与え入浴者にリラックス効果を与えることができる
。
【００７５】
（変形例２）
　図１３は、吐水装置１０に枕部材１０１を組み合わせた変形例である浴槽装置２３０を
説明する斜視図である。浴槽装置２３０は、吐水装置１０の上部に枕部材１０１が取り付
けられる点で浴槽装置２００と相違する。浴槽装置２３０は、枕部材１０１を備えること
で、入浴者は、枕部材１０１に頭を載せてくつろいだ姿勢をとることができる。また、こ
の姿勢で首や肩に吐水流１１２が当たることでより心地よい刺激が得られる。
【００７６】
　以上、本発明の実施の形態をもとに説明した。これらの実施の形態は例示であり、いろ
いろな変形および変更が本発明の特許請求範囲内で可能なこと、またそうした変形例およ
び変更も本発明の特許請求の範囲にあることは当業者に理解されるところである。従って
、本明細書での記述および図面は限定的ではなく例証的に扱われるべきものである。
【００７７】
　説明に使用した図面では、部材の関係を明瞭にするために一部の部材の断面にハッチン
グを施しているが、当該ハッチングはこれらの部材の素材や材質を制限するものではない
。
【００７８】
　実施の形態の説明では、上下に二つの槽を重ねて設ける例について説明したがこれに限
定されない。例えば、上下に二つの槽を重ねると共に、給水側または吐水側に補助的に別
の貯留空間を設けるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００７９】
　１０　吐水装置、　２０　第２室、　２２　吐出口、　３０　第１室、
　３２　給水部、　４０　隔壁、　４２　連通部、　４４　通路部、
　５０　下筐体、　５１　第１凹部、　５２　第２凹部、
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　５３　第１接続部、　５４　第２接続部、　６０　中筐体、
　６５　第２接続部、　６６　開口、　６７　傾斜面部、　６８　張出部、
　６９　後退部、　７０　上筐体、　７２　後方カバー部、
　７７　第１接続部、　７８　第２接続部、　８０　第１締結構造、
　８１　中空ボルト、　８２　第１ボルト、　８３　アンカーナット、
　８４　ナット、　８９　キャップ、　９０　第２締結構造、
　９１　第２ボルト、　９３　アンカーナット、　１０１　枕部材、
　１０２　ベース部材、　１１０　浴槽水、　１１２　吐水流、
　２００　浴槽装置、　２１０　浴槽、　２１６　リム部。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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